
 

 
 

関係者各位 
2022 年 9 ⽉ 9 ⽇ 

株式会社岩岳リゾート 
  
 
 
 
 
 
 

株式会社岩岳リゾート（本社：⻑野県北安曇郡⽩⾺村、代表取締役社⻑：和⽥寛、以下「岩岳リゾート」）
は、世界⽔準のマウンテンリゾート化の実現に向け、総額 21 億円を投資し「⽩⾺岩岳マウンテンリゾート」
内に輸送⼒・耐⾵性・静粛性に優れた新ゴンドラリフトを導⼊することを決定いたしました。開業時期は
2024 年 12 ⽉を予定しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴンドラリフト建て替えの背景 

近年、⽇本のスキー・スノーボード⼈⼝は 1998 年の 1800 万⼈をピークに減少を続け、2020 年には 430 万
⼈にまで減少し、20 年余りで 4 分の 1 の⽔準にまで激減しております。こうしたなか、国内では、難しい経
営状況に陥っているスキー場も少なくありません。また、多くのゴンドラリフトやロープウェイ等の索道施設
は、市場が盛り上がりをみせた 1990 年代前半までに建設され、その中には⽼朽化が進んでいる施設も存在し
ていますが、その建て替えには多額の投資が必要になるため、厳しい経営状況の中では積極的な設備投資によ
る更新が進みづらいのが実情となっています。 

岩岳リゾートが展開する「⽩⾺岩岳マウンテンリゾート」内のゴンドラリフトにおいても、1986 年から 35
年以上に渡って運⾏しており、⽼朽化に伴う振動・騒⾳の多さや混雑⽇の輸送⼒不⾜といった課題に直⾯して
おります。 

 
 こうしたなか岩岳リゾートでは、冬季のスキー場としての集客だけに頼らない通年楽しめる「世界⽔準のオ
ールシーズンマウンテンリゾート化」を推進。2017 年の「⽩⾺岩岳 MTB パーク」の開業や 2018 年の絶景カ
フェ＆テラス「HAKUBA MOUNTAIN HARBOR（⽩⾺マウンテンハーバー）」の開業を⽪切りに、様々なグ
リーンシーズンの魅⼒強化に努めてまいりました。 

この結果、2021 年グリーンシーズン（2021 年 4 ⽉ 29⽇〜11⽉14⽇）においては、コロナ禍にも関わらず
過去最⾼の 13 万 4000 ⼈のお客様がご来場。2013 年のグリーンシーズン来場者数約 2.5 万⼈と⽐べると、5
倍以上の集客に成功しており、冬季の来場者数を⼤きく超え、「冬よりもグリーンシーズンに多くのお客様が
来場するスキー場」に進化することができております。 

「⽩⾺岩岳マウンテンリゾート」、総投資額 21 億円で 
輸送⼒・耐⾵性・静粛性に優れた新ゴンドラリフト導⼊を決定 

〜世界⽔準のマウンテンリゾート実現に向けて 2024 年 12 ⽉開業予定〜 

新ゴンドラリフトキャビンのイメージ 新ゴンドラリフト施設外観イメージ 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こうした成果により当社のキャッシュフローを⼤きく改善でき、⽼朽化してきたゴンドラリフトの更新を⾏

うための投資を⾏うことが可能となったことを踏まえ、今回、輸送⼒・耐⾵性・静粛性に優れた新ゴンドラリ
フトの建設に向けた総額 21億円の投資を決定いたしました。 

 
このように、本来閑散期であったはずのグリーンシーズンの積極的な営業展開により、スキー場としての営

業継続に不可⽋である⼤規模な施設更新を⾏うことを可能にした例は昨今の国内のスキー場では珍しく、今後
のスキー場運営存続・発展に向けたモデルケースの⼀つとなるのではないかと⾃負しております。 
 
輸送⼒・耐⾵性・静粛性に優れた新ゴンドラリフトを採⽤ 

新ゴンドラリフトの線路は、既存のゴンドラリフトのほぼ真横に設置予定。線路延⻑は既存ゴンドラリフト
とほぼ同様で、⽔平⻑ 2,149ｍ前後、⾼低差 536m前後となります。 
 この度導⼊を決定したゴンドラリフトは、索道施設を製造する国内最⼤⼿メーカーである⽇本ケーブル社が
⼿掛ける「UNIGタイプ」を予定。10 ⼈乗りの⼤型搬器を採⽤し、⾞内空間も⼤きく広がることで快適性を

（左上から）HAKUBA MOUNTAIN HARBOR、⽩⾺ヒトトキノモリにある CHAVATY HAKUBA のテラ

ス、ヤッホー！スウィング presented by にゃんこ⼤戦争、⽩⾺岩岳 MTB PARK、ホーストレッキング、

サウスゲレンデ 



 

 
 

⼤幅に改善。乗降場と搬器は段差がなく（バリアフリー対応）どなたでも快適にご利⽤いただけます。スキー
やスノーボードも搬器内に持ち込んでいただけるようになるほか、マウンテンバイクも 2台積み込みが可能と
なります。 

また、搬器は四⾯とも強化樹脂ガラスに覆われ、全⽅位 360°のパノラマビューが可能となりますので、ご
乗⾞の皆様で北アルプスの絶景をご堪能いただくこともできるようになります。 
既存のゴンドラリフトと⽐較して、スピードも秒速 5m/sから 6m/sにアップすることで所要時間は現⾏ゴ

ンドラリフトの約 8 分から 1 分以上短縮。輸送⼒も 1,350 ⼈/hから 1,800 ⼈/h（搬器の追加導⼊により最⼤
2,400 ⼈/hまで対応可能）と⼤幅に向上し、⼤型連休など混雑⽇の輸送⼒不⾜の解消が期待されます。 

さらに、減速運転も可能になることから耐⾵性に優れる点や新型機種の採⽤によりメンテナンス期間の短縮
もできる点などから、整備等の運休⽇数の減少とグリーンシーズンの営業⽇数の増加も可能となります。ま
た、⽀柱本数は既存ゴンドラリフトの 22 本から 10 本程度へと⼤きく削減。⽀柱本数の減少や新型のワイヤ
ーロープや索輪の採⽤により乗⾞時の静粛性も⼤きく向上します。 

なお、既存ゴンドラリフトについては、新ゴンドラリフトの営業開始までは現⾏通りの営業を続け、新ゴン
ドラリフト完成後に解体を⾏う予定です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新ゴンドラリフト平⾯図 

新ゴンドラリフトキャビンのイメージ 新ゴンドラリフト施設外観イメージ 



 

 
 

ゴンドラオーナー制度導⼊も検討中 
今回、新ゴンドラリフトの建設に当たり、⽩⾺岩岳マウンテンリゾートのファンの皆様、スキー場のファン

の皆様にさらに快適な⽩⾺岩岳マウンテンリゾートづくりにご協⼒いただき、さらに熱烈な⽩⾺岩岳のファン
になっていただけることを⽬的に、ゴンドラリフト搬器などの『オーナー』になっていただく「ゴンドラオー
ナー制度」も採⽤予定。 

 
オーナーになっていただいた⽅には、搬器などへのお名前の記載、複数年にわたるシーズンパスのご提供、
⼀部施設での特別割引宿泊提供などのサービスをご提供予定です。詳細は追って公式ホームページにてアナウ
ンスいたしますのでご確認ください。 
 
さらなる「世界⽔準のオールシーズンマウンテンリゾート」の実現に向けた取組 
 今回の新ゴンドラリフトは 2024 年冬の開業を⽬標とし、今後必要な許認可の取得や建設⼯事に⼊ってまい
りますが、⽩⾺岩岳マウンテンリゾートでは新ゴンドラリフトの建設に留まらず、今後も「世界⽔準のオール
シーズンマウンテンリゾート」の実現に向け、様々な取組を進めてまいります。 
 
具体的には、⼭頂エリアでオールシーズンお楽しみいただけるアクティビティを継続して充実させていくほ

か、⼭麓エリアのベースセンター機能の再整備の検討も開始しております。 
⼭麓エリアについては、現在、チケットセンターや更⾐室、ロッカー、レンタルショップ、売店、レストラ

ン、スクールカウンターなどの「ベースセンター機能」が複数の建物に点在し、お客様にとっての利便性に問
題があることや、それぞれの建物も⽼朽化してきており、快適性の⾯でも課題があると認識しております。こ
のため、こうした機能をまとめた新ベースセンターを今後新たなゴンドラリフト建設後に整備すべく検討も進
めてまいります。 

 
⽩⾺岩岳マウンテンリゾートでは、今後もお越しいただけるお客様に⽩⾺の⼤⾃然の中での感動を快適にご
体験いただけるよう、継続して新たな取組に挑戦してまいります。 
 
 
【⽩⾺岩岳マウンテンリゾート 概要】 
営業期間：2022 年 4 ⽉ 28 ⽇（⽊）〜11 ⽉ 13 ⽇（⽇） 
営業時間：8:30〜17:00 
料⾦：⼊場料（ゴンドラ・リフト往復含む）：⼤⼈ 2,400円、⼩⼈ 1,300円、ペット（⼀頭につき）700円 
所在地：〒399-9301 ⻑野県北安曇郡⽩⾺村⼤字北城 12056 
TEL：0261-72-2474 
駐⾞場： 800台（無料）  
アクセス：東京から約 3時間、名古屋から約 3時間 30 分、関⻄から約 4時間 30 分、最寄 IC（⻑野 IC、安曇

野 IC、⽷⿂川 IC）から幅広道路で約 1時間 
公式 HP：https://iwatake-mountain-resort.com 
 
【会社概要】 
会社名：株式会社岩岳リゾート  IWATAKE RESORT Co., Ltd. 
代表：代表取締役社⻑ 和⽥ 寛 
所在地：〒399-9301 ⻑野県北安曇郡⽩⾺村⼤字北城 6329-1 
設⽴：1985 年（昭和 60 年）8 ⽉ 8 ⽇ 
事業内容：スキー場⼀般（索道事業・飲⾷業） 
URL：https://iwatake-mountain-resort.com/ 



 

 
 

 
■新型コロナウイルス感染防⽌対策 
https://iwatake-mountain-resort.com/ 
 
■岩岳リゾートの SDGs の取組 
https://iwatake-mountain-resort.com/green/sustainable 
 

《本件に関するお問い合わせ先》 
岩岳リゾート PR 事務局（スキュー内）担当：中⽥・⽟越 

TEL：03-6450-5457 FAX：03-5539-4255 MAIL：iwatake-pr＠skewinc.co.jp 


